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広 報 部 運 営 規 程 

平成１９年４月１日制定   

 

（総 則）  

 第１条 この規程は、一般社団法人広島県臨床検査技師会（以下「会」という）の組織運営規

程第 12条及び第 15条の規定に基づき、広報部の運営について定める。  

（目 的） 

第２条 広報部は、会の組織活動、学術活動を広報誌及びウエブサイトを利用し、広く本会の

広報活動を推進する。  

（事 業） 

第３条 広報部は前条の目的を達成するために次の事業を行

う｡   

（１） 広報誌の編集、発刊に関する事業  

（２） 学術誌の編集、発行に関する事業  

（３） 編集委員会に関する事業  

（４） 内外文献に関する事業  

（５） その他刊行物に関する事業  

（６） 会のウエブサイトに関する事業  

（構 成） 

第４条 広報部は、次の部員をもって構成す

る。  

（１） 広報部長（広報担当常務理事）  １名  

（２） 広報副部長（理事）       １名  

（３） 広報部員           若干名  

（職 務） 

第５条 部員は、広報部の職務を遂行するために、次の職務を行な

う。  

（１） 広報部長は、広報部を代表し事業を統括する。  

（２） 広報副部長は、広報部長を補佐する。  

（３） 広報部員は、関連部門と連携して広報誌発行のための活動を行なう。  

（４） ウエブサイト委員会と連携してウエブサイト運営を円滑に推進する。  

（任 期） 
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第６条 部員の任期は 2年とする。  

２ 部員は再任されることができる。ただし、再任は通算 3 期までとする。  

（選任及び解任） 

第７条 広報部長は、常務理事の中から会長が指名す

る。  

２ 広報副部長は、理事の中から広報部長が任命する。  

３ 広報部員は、理事会において役員を除く正会員より選出し、会長が委嘱する。  

４ 広報部長及び広報副部長が次の各号のいずれかに該当する場合、会長はこれを解任す

ることができる。  

（１） 心身の障害のために職務の執行に堪えないと認めたとき  

（２） 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があると認められた

とき  

５ 広報部員は、前項各号のいずれかに該当する場合、理事会において全理事の 3 分の 2

以上の議決により解任することができる。  

（会 議） 

第８条 広報部は、第３条の事業を行うため、必要に応じ広報部会を開催す

る。  

２ 構成員は、第 4 条に定める部員の他、広報部長が必要と認めた者とする。  

３ 各部員は、必要に応じて、部員以外の正会員の出席を求めることができる。  

４ 広報部会は広報部長が招集し、議長となる。  

５ 会議を招集しようとするときは、会議の日時、場所、会議の目的等を、書面又は電磁

的  記録により構成員に通知するものとする。ただし、緊急な事情又は構成員全員の

同意が  ある場合はこの限りでない。  

６ 広報部会は、構成員の半数以上の出席がなければ、開催することができない。  

７ 広報部会の議決は、出席した部員の過半数で決し、可否同数のときは議長が決する。  

８ 部員の代理は認めない。  

９ その他、広報部会の運営につき必要な事項は、理事会において定める。  

（常務理事会の承認） 

第９条 広報部長は、事業の運営について審議決定をしたものにつき、常務理事会に報告して

その承認を得なければならない｡  

（簡易掲載物および出版物の種類） 

第１０条 簡易掲載物および出版物は、次に定めるほか、理事会が必要と認めたものとする。  
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（１） 広臨技速報 （以下「速報」という）  

  「Hiroshima  Association of Medical Technologists」（簡易掲載物）  

（２） 広島県臨床検査技師会報 （以下「会報」という）  

     「The Bulletin of Hiroshima Association of Medical Technologists」（出版物）  

（３） 広島県臨床検査技師会誌「広島臨床検査」  

「The Hiroshima Journal of Medical Laboratory Technology」（出版物）  

（簡易掲載物発行の基準） 

第１１条 速報は、広報部員が編集し、PDF版として会が月１回掲載し、ウエブサイトからダ

ウンロード可能とする。  

（出版物発行の基準） 

第１２条 会報は、広報部員が編集し、会が年１回以上発行するものとする。  

２ 本会は、論文を掲載する学術誌として広島県臨床検査技師会誌「広島臨床検査」（以

下「広島臨床検査」という）を発行する。  

（ウエブサイトの運営） 

第１３条 ウエブサイトの運営はウエブサイト委員会細則に準ずる。  

（規程の変更等） 

第１４条 この規程に定めのない事項については、理事会の決定による。  

２ この規程を変更するには、理事会の議決を経るものとする。  

（附 則） 

この規程は平成１９年４月１日から施行する｡ 

平成 24年４月１日 一部改正                                平成 25年４月１日 一部改

正 

平成 30年４月１日 一部改正                               平成 30年４月 12 日 一部改

正  

平成 30年 12月 25 日一部改正 

  



【平成 30 年 12 月 25 日】広臨技_定款・諸規程・細則集.docx 

広 報 部 運 営 規 程 

平成１９年４月１日制定   

 

（総 則）  

 第１条 この規程は、一般社団法人広島県臨床検査技師会（以下「会」という）の組織運営規

程第 12条及び第 15条の規定に基づき、広報部の運営について定める。  

（目 的） 

第２条 広報部は、会の組織活動、学術活動を広報誌及びウエブサイトを利用し、広く本会の

広報活動を推進する。  

（事 業） 

第３条 広報部は前条の目的を達成するために次の事業を行

う｡   

（７） 広報誌の編集、発刊に関する事業  

（８） 学術誌の編集、発行に関する事業  

（９） 編集委員会に関する事業  

（１０） 内外文献に関する事業  

（１１） その他刊行物に関する事業  

（１２） 会のウエブサイトに関する事業  

（構 成） 

第４条 広報部は、次の部員をもって構成す

る。  

（４） 広報部長（広報担当常務理事）  １名  

（５） 広報副部長（理事）       １名  

（６） 広報部員           若干名  

（職 務） 

第５条 部員は、広報部の職務を遂行するために、次の職務を行な

う。  

（５） 広報部長は、広報部を代表し事業を統括する。  

（６） 広報副部長は、広報部長を補佐する。  

（７） 広報部員は、関連部門と連携して広報誌発行のための活動を行なう。  

（８） ウエブサイト委員会と連携してウエブサイト運営を円滑に推進する。  

（任 期） 
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第６条 部員の任期は 2年とする。  

３ 部員は再任されることができる。ただし、再任は通算 3 期までとする。  

（選任及び解任） 

第７条 広報部長は、常務理事の中から会長が指名す

る。  

５ 広報副部長は、理事の中から広報部長が任命する。  

６ 広報部員は、理事会において役員を除く正会員より選出し、会長が委嘱する。  

７ 広報部長及び広報副部長が次の各号のいずれかに該当する場合、会長はこれを解任す

ることができる。  

（４） 心身の障害のために職務の執行に堪えないと認めたとき  

（５） 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があると認められた

とき  

５ 広報部員は、前項各号のいずれかに該当する場合、理事会において全理事の 3 分の 2

以上の議決により解任することができる。  

（会 議） 

第８条 広報部は、第３条の事業を行うため、必要に応じ広報部会を開催す

る。  

１０ 構成員は、第 4 条に定める部員の他、広報部長が必要と認めた者とする。  

１１ 各部員は、必要に応じて、部員以外の正会員の出席を求めることができる。  

１２ 広報部会は広報部長が招集し、議長となる。  

１３ 会議を招集しようとするときは、会議の日時、場所、会議の目的等を、書面又は電

磁的  記録により構成員に通知するものとする。ただし、緊急な事情又は構成員全員

の同意が  ある場合はこの限りでない。  

１４ 広報部会は、構成員の半数以上の出席がなければ、開催することができない。  

１５ 広報部会の議決は、出席した部員の過半数で決し、可否同数のときは議長が決す

る。  

１６ 部員の代理は認めない。  

１７ その他、広報部会の運営につき必要な事項は、理事会において定める。  

（常務理事会の承認） 

第９条 広報部長は、事業の運営について審議決定をしたものにつき、常務理事会に報告して

その承認を得なければならない｡  

（簡易掲載物および出版物の種類） 
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第１０条 簡易掲載物および出版物は、次に定めるほか、理事会が必要と認めたものとする。  

（３） 広臨技速報 （以下「速報」という）  

  「Hiroshima  Association of Medical Technologists」（簡易掲載物）  

（４） 広島県臨床検査技師会報 （以下「会報」という）  

     「The Bulletin of Hiroshima Association of Medical Technologists」（出版物）  

（６） 広島県臨床検査技師会誌「広島臨床検査」  

「The Hiroshima Journal of Medical Laboratory Technology」（出版物）  

（簡易掲載物発行の基準） 

第１１条 速報は、広報部員が編集し、PDF版として会が月１回掲載し、ウエブサイトからダ

ウンロード可能とする。  

（出版物発行の基準） 

第１２条 会報は、広報部員が編集し、会が年１回以上発行するものとする。  

３ 本会は、論文を掲載する学術誌として広島県臨床検査技師会誌「広島臨床検査」（以

下「広島臨床検査」という）を発行する。  

（ウエブサイトの運営） 

第１３条 ウエブサイトの運営はウエブサイト委員会細則に準ずる。  

（規程の変更等） 

第１４条 この規程に定めのない事項については、理事会の決定による。  

３ この規程を変更するには、理事会の議決を経るものとする。  

（附 則） 

この規程は平成１９年４月１日から施行する｡ 

平成 24年４月１日 一部改正                               平成 25年４月１日 一部改正 

平成 30年４月１日 一部改正                              平成 30年４月 12日 一部改正  

平成 30年 12月 25 日一部改正 

 


